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【動機】         

 竹皮を敷いて煮魚を作ると確かに煮崩れを防ぐことができた。しかし、その理由をいくら探しても答え

が見つからなかったから。 

【方法】         

 竹皮が魚に対しどのような影響をもたらしているのかを調べるために、竹皮に含まれる成分による影響

や、竹皮の性質や形、構造による影響をサケを用いて調べた。その際にアンケートや自作装置を用いて検

証をした。 

【結果】         

 竹皮を敷いてサケを煮ると、煮崩れなくなった。タラやカンパチ、カボチャでも同様の結果が得られた。

竹皮の煮汁で煮ると、煮崩れを防ぐことはできなかった。水をはじく性質のある傘の布で魚を煮ると、煮

崩れを防ぐことはできなかった。竹皮を調味料で２０分間煮る操作を１０回繰り返しても、破れたり折れ

たり縮んだりすることはなかった。竹皮を敷くと、魚の温度が高くなりすぎるのを防ぐ。竹皮を敷くと、

沸騰の泡によって魚が動くことを防ぐ。竹皮は煮ると、端がまるまる。 

【結論】         

 竹皮を敷くことは、どの煮物にも煮崩れを防ぐ効果がある。竹皮の加熱に対する耐久性は抜群である。

竹皮を敷くことで、温度上昇を防ぐ。竹皮の表面の筋により、煮るときは魚がひっついて動くのを防ぎ、

はがすときはつるんとはがせる。竹皮は裏と表の筋の大きさに違いがあることにより、加熱によってまる

まる。竹皮がまるまることによって、沸騰の泡から魚を守る。また、煮汁を少しずつ循環させながら、程

よい温度を保ち、魚に味をしみこませることにつながる。 

【展望】         

 昔から多くの場面で使われてきた竹皮には、今回の研究で分かったこと以外にも性質があるかもしれな

い。 


